
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師90％
以上にする。

・授業の進め方（見通しのもたせ方など）
を共通理解し、授業中に、児童が自分の
考えをもったり、考えを広げ深める話し
合いを行ったりする時間を確保する。

B
・授業の進め方については、夏休み中に校内研究
で共通理解を図った。
・学習状況調査の結果を踏まえ学力向上対策評
価シートを見直し、取り組みの追加修正を行って
いく。

B
・校内研究を通して授業の進めた方の共通理
解を進めることができた。
・学力テストの結果を見ても、全国平均、県平
均を上回っている教科が多い。

B
・子どもたちが授業の内容を理解できている
が保護者に子どもの理解度が伝わっているの
か。
・

大町、宮崎

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○家庭学習に取り組む児童の割合を
95％以上にする。
○児童アンケートで算数科の授業が楽
しいと回答する児童の割合を８０％以上
にする。

・職員間で宿題の内容や量について共
通理解を図る。
・校内研究を中心に算数科の授業展開
を工夫し改善を行う。

B
・７月の児童アンケートでは、算数科の授業が
楽しいと回答している児童は８５％を超えてい
た。
・宿題については職員間での共通理解を図る
ための話し合いの時間を設けたい。

B
・１２月の児童アンケートでも算数科の授業が楽し
いと回答している児童が８０％を超えていた。
・東部中の定期テストの期間に合わせて学力向上
週間を設定した。

A
・学力向上週間の設定は素晴らしいと思う。

大町

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○児童アンケートで８０％以上の児童が
「相手がいやがることをしない、言わな
い」の項目で肯定的な回答をする。

・各クラスで心のめあてを決めて取り組む。
・縦割り班活動や人権集会を開き、温かい児童
同士の関係作りを行う。
・授業参観で、年１回「ふれあい道徳」を実施し、
地域や保護者に公開する。

B

・心のめあての設定はできており、今後も各学級で継続
してめあてを意識して取り組んでいく。
・１年生を迎える会及び春遠足を通して、縦割りでの児
童の関係づくりをスタートさせることができた。
・「ふれあい道徳」は後期に実施予定。

A

・各学級で心のめあての見直しをし、計画通りに人権集
会を実施することができた。
・12月の児童アンケートにおいて約90％の児童が「相手
のいやがることをしない、言わない。」と回答した。
・「ふれあい道徳」は全学級で実施できた。

A
・いじめの件数が昨年度より減ったのは、いろ
いろな取り組みの成果だと思う。 学びの里プロジェクト

道徳推進教師

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動(志を高める教育）

○キャリアパスポートの年間振り返りで、低
学年「初めてのことにチャレンジ…」、中高学
年「将来の夢や目標に…」の項目で、肯定
的な回答をする児童の割合を80％以上にす
る。

・全学年キャリアパスポートを作成し、学期や行
事など節目毎にふり返る機会をもつ。
・「チャレンジすること」や「夢・目標をもつこと」が
自分を成長させるということを日々の生活や集会
などで機会をとらえて継続して伝えていく。

B

・全学年キャリアパスポートを作成し、前期・後期それぞれ２～
３枚ずつ振り返りができるように計画的に実施している。
・日々の生活や行事など機会を捉え、学年や学級の実態に応
じて「チャレンジすること」や「目標・夢を持つこと」について考
えさせている。

B

・児童アンケートで「いろいろなことにチャレンジしたり将来の
夢や目標に向かって頑張ったりしている」と回答した児童が
90％を超えていた。
・保護者アンケートで「学校は授業を通してチャレンジするこ
と、夢や目標をもつことが自分を成長させることであることを
児童に伝えている」と回答した保護者が90％を超えていた。

A

・成果指標のアンケートで９０％超えているの
で良いと思います。
・キャリアパスポートは目標を持てるようにな
り、結果が出る将来が楽しみです。

学びの里プロジェクト

●「運動習慣の改善や定着化」 ●児童アンケートで８０％以上の児童が
「体を動かすことが楽しい」と答える。

・今年も全校でスポーツチャレンジに取
り組んだり、年間を通して継続的に運動
する意識を高められるように呼びかけた
りする。

C

・昼休みに外遊びを進める呼びかけや、各クラスでのス
ポーツチャレンジの取り組み、水泳記録会も多くの学年
が取り組めた。
・全校にスポーツチャレンジの呼びかけが全くできな
かった。体育委員会を中心に全校に呼びかけていく。

A

・縦割り遊びやスポーツチャレンジに計画的に取り組むことができた。
委員会活動と連携し、全校で運動に親しむ取り組むことができた。
・マラソン大会やなわとび記録会など、プロジェクトで提案し、全職員で
取り組むことができた。アンケートでも運動に親しむことができていると
感じる児童、保護者、職員が9割を超えることができ、年度当初の目的
を達成することができた。

A
・家で遊ぶときもゲームだけではなく、体を動かし
ている。
・スポーツチャレンジでは県での取り組みにも目を
向けることができ、視野が広がって良いなと思いま
した。

体の嶺プロジェクト

●安全に関する資質・能力の育成及び
危険回避能力の向上

●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。
○学期に１回は避難訓練など安全教育
を行う。

・低学年、中・高学年に応じて「交通安全
教室」を実施して、歩行の仕方や自転車
の乗り方のマナー等を身につけさせる。
・集会等の折にも、随時指導していく。

B
６月には、不審者対応の避難訓練を実施し
た。また、低学年、中・高学年に応じて「交通
安全教室」を実施して、歩行の仕方や自転車
の乗り方のマナー等随時指導してきた。

A
・１月の地震・津波避難訓練では、予告なしで、事前指
導・事後指導を計画し実施した。児童の振り返りでは、
自分がとった行動を反省し、次に生かそうという記述が
多かった。安全な生活への意識を高めることができた。

A
・予告なしの避難訓練は本番さながらでとても
良いと思います。 心の海プロジェクト

●地域連携

○開かれた学校づくり ○学校運営協議会を年３回開催し、それ
ぞれの意見や評価をもとに、地域や
PTA、学校が協働することで、双方向の
連携を行う。

・学校長の経営方針や方策、教育カリキュラムに
基づいた、七っ子サポート隊を活用した取り組み
を学校だよりやホームページ等で紹介し、保護
者や町民に知らせる。
・児童が地域の一員としての意識を高めるため
に行事の一端を担う機会（例：町民運動会参加
のよびかけなど）を設けるようにする。

B

・今年度から始まった学校運営協議会において、学校
長の経営方針や方策、子ども達の様子や七っ子サポー
ト隊を活用した授業の紹介をした。また、学校だよりや
ホームページを通して保護者や町民に知らせた。
・七浦道の駅の車の車体の絵を全児童で作成し、地域
に貢献することができた。

A

・昨年度よりも地域の行事に児童が参加したり、地域の
方がボランティアティーチャーとして来校したりする機会
が増えた。
・学校だよりやホームページだけでなく、公民館だよりに
児童の活動や地域の方との交流の様子を掲載したこと
で保護者アンケートでも８７％以上が学校は地域との連
携・協働を意識した活動を行っていると回答していた。

A

・今年度は地域の人とのウォーキング等も実施で
き良かったと思う。
・来年度は地区との合同運動会を実施したい。
・公民館とも連携がとれ、公民館便りでも知らせる
事ができている。
・郷土芸能にぜひ子どもたちに参加してほしい。

校長、教頭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

〇職員の時間外勤務を月平均25時間以
内
○年休取得日数12日以上
〇定時退勤日（金曜日）の設定

・定時退勤日（毎週金曜日）を設定し、時
間外勤務の削減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績
以上とるように呼びかける。
・過去に作成したプリントやファイルを共
有しやすいようにフォルダを整理する。

B

・昨年度よりも、全体的に年次有給休暇習得
が進んでいる。
・4月～８月までの時間外勤務月平均時間は２
２．７時間である。
・教材共有フォルダを学年、教科ごとに作成
し、使えるデータをいれるようにしている。

A

・年休取得日数は一人平均１４．３日で目標を上回っ
た。
・４月～１月までの時間外勤務月平均時間は、２３．１時
間で目標を達成した。
・９９％の児童が「先生たちが話を聞いたり相談にのっ
てくれる」とアンケートで回答している。職員も児童と向
き合う時間がとれている成果である。

A

・休日も出勤される先生方に頭が下がります。

校長、教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○心の教育

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○心のとびらアンケート、QUアンケート
などで85％以上の児童が「学校が楽し
い」と答える。

・Q-Uアンケート等をもとに、担任による「個人面
談週間」を設け,いじめの早期発見に努める。
・職員会議等を通して職員間で情報交換を行
い、組織的に対応する。
・１日観察日を設け、教職員全員で児童の様子
を観察する。
・毎月末に心のとびらアンケートを取り、いじめの
早期発見に取り組む。

B

・6月にＱ－Ｕアンケートを取り、８月に分析の研修
会を行って、困り感を持つ児童の早期発見につと
め、学級づくりに活かすことができた。
・心のとびらアンケート（５月、８月）、いじめアン
ケート（６月）をとり、いじめの早期発見に取り組ん
だ。
・１日観察日、相談週間は後期に実施する予定。

A

・毎月の職員会議で気になる児童を共通理解を図り、
職員全体で取り組んできた。また、６月１２月のＱ－Ｕテ
スト、心のとびらアンケート、いじめアンケート、教育相
談週間の実施により、支援が必要な児童の見逃しがな
いよう留意し、悩みを抱えている児童の早期発見・早期
対応に努めることができた。保護者アンケートでは９０．
８％、児童は９９％が「先生たちは話を聞いたり相談に
のってくれると回答があった。

A

・親や家族に相談できないところを先生方に
相談できていると考えられるのは安心できま
す。
・先生方が子どもたちの相談に心を開いてい
ただいている。

有森、教頭

○特別支援教育の充実

○教員の専門性、意識の向上と一人ひ
とりの児童のニーズに応える教育の推
進

○定期的に支援を必要とする児童の共
通理解（職員会議）
○特別支援に関する専門性が向上した
教員８５％以上

・職員間の情報共有とケース会議の実施
・特別支援に関する研修会、巡回相談の実
施
・個別支援計画、個別指導計画の確実な作
成と保護者との共有 B

・支援を必要とする児童共有やケース会議な
どは、必要に応じて実施してきた。
・巡回相談に来てもらい、支援を必要な児童
についての関わり方などを学ぶことができた。
・個別支援計画は、夏休み前の個人面談で保
護者と共有できた。

B

・年２回の巡回相談、そして、特別支援教育研
修会を開き、研鑽を深めることができた。
・対象児童の個別支援計画・個別指導計画
は、各担任が作成したが、担任によっては不
十分なところもある。
・支援のあり方等について、支援員と教職員
が話し合う機会を設けることができた。

B

・特別支援教育専門の教員が不足しているの
ではないかと思います。支援教育も大変でしょ
うが、頑張ってほしい。

森山、諸藤

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

○学力向上では、３、４年生の算数TT授業を始め、長期休業前の算数寺子屋の取組、家庭学習強化週間を行ってきた。また算数科の校内研究を実施し、教職員全体で算数の授業の流れを共通理解し実践を行ってきた。その成果もあり、県学習状況調査やCRT検査で県平均にほとんどの学年が達することができた。
〇心の教育に関しては、いじめアンケートや２回のQ-Uアンケート実施と調査分析を行い、未然防止に努めてきたことで、昨年度よりもいじめ件数が減少した。縦割り活動の充実や、人権週間の取組等を行い、児童が自己肯定感が高められるような支援を行ってきた。ほとんどの児童は、楽しく学校生活を送れているが、それ以
外の子どもたちや不登校傾向にある児童への支援については、外部の機関との連携をさらに深めていくことが必要である。
○地域とともにある学校を目指し、学校運営協議会が発足した。今年度は地域の方の支援を受けるだけでなく、七浦道の駅の車の車体の絵を全児童で作成し、地域に貢献することができた。来年度は児童が地域の一員としての意識を高めるために行事の一端を担う機会（例：町民運動会参加のよびかけなど）を設けるように
していく。
○業務改善、教職員の働き方改革の推進については、年休取得が増えるなど、年々成果が見られるようになったが、時間外勤務時間に個人差が見られる。外部講師の効果的な活用や他業務の効率化を図る等、働き方改革の視点から業務を改善することが課題である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

○学力向上では、３年生、６年生の算数TT授業を始め、放課後学習の取組、家庭学習への保護者の協力を行ってきたが、県学習状況調査やCRT検査で県平均に達していない学年もある。来年度は、校内研究と合わせ、教員の指導技術を高められるよう方向転換をしていく必要がある。
〇心の教育に関しては、２回のQ-Uアンケート実施と調査分析、心のアンケートと面談、全職員による一日観察日、人権週間の取組等を行い、児童に対し、積極的な支援を行ってきた。ほとんどの児童は、楽しく学校生活を送れているが、それ以外の子どもたちや不登校傾向にある児童への支援については、外部の機関との連
携をさらに深めていくことが必要である。
○地域とともにある学校を目指し、コロナ禍ではあったが、感染拡大縮小期に総合的な学習の時間や道徳の授業にボランティアティーチャーとして、地域の方を招くことができた。児童は郷土芸能である面浮立を間近に見たり、面浮立にかける思いを聞いたりして、郷土愛をさらに深めることができた。
○業務改善、教職員の働き方改革の推進については、年々成果が見られるようになったが、時間外勤務時間に個人差が見られる。外部講師の効果的な活用や他業務の効率化を図る等、働き方改革の視点から業務を改善することが課題である。

２　学校教育目標 一人一人の子供の個性を磨き、しなやかにたくましく生きる子どもの育成を図る

３　本年度の重点目標

◎主体的・対話的で深い学びを実現させる魅力的な授業づくり【教職員の資質向上・実践授業研究】

◎児童一人一人に響く「心の教育」の充実　【道徳教育、心の海PJ】

〇自主的な運営力とたくましい心身の育成【学びの里PJ・体の嶺PJ】

〇ふるさと「七浦」を愛する心の育成【体験学習・地域連携】

学校名 鹿島市立七浦小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


